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　　　　　　　　今週13日からマスクの着用
　　　　　　　は個人の判断になりましたの
　　　　　　　で、八戸ロータリーもそれに
　　　　　　　従って、皆さん個人個人の判
　　　　　　　断で決めていただければと
思っています。
　今日は昼の通常の例会ではありますが、移
動例会でグランドホテルから場所を変えて八
戸パークホテルで通常例会を行うことにしま
す。今回場所を変えてみようと思った趣旨は、
わたしが会長になった去年の₇月の時点では
コロナがどうなるかわからないということも
あり、その制約された中で皆さんにどう記憶
に残る例会を開いたらいいかを考えました。
まず₇月にグランドサンピアでウナギを食べ
ながらの例会をさせていただきました。そ
の延長線上で、たまにはグランドホテルの食
事ではなく、他のホテルで市内の他のロータ
リークラブがどんな食事をしているのか味わ
いながら、昼の例会を行ってみたいというと
ころもあり、今日はここパークホテル、来週
はプラザホテルと₂週連続で行うことになり

ました。
　実際に他のクラブにメーキャップするのは
まだ制約がありますし、じゃっかんの抵抗感
もある中で、他のホテルで食べるのはすごい
新鮮だなと思っています。ちょっとグランド
ホテルの例会と違って、皆さんの距離が近い
というのもあり、いろいろ感じるところもあ
るのではないかと思っています。
　移動例会に関して、ホテルとの調整や荷物
も意外とものを持ってこないといけないので
そこが大変でした。そこを小田山さんや事務
局の山田さんにいろいろ手伝っていただき、
本当にありがとうございました。来週もよろ
しくお願いします。
　先週₃月11日からポリオ撲滅のためにパキ
スタンに当クラブの中村成彦さんが行ってい
ます。今朝ラインをしたら、ちょうど経由地
のバンコクに無事に着いたという報告を受け
ました。今日の夜の便で明日帰国するそうで
す。体調はどう？と聞いたら、やはりお腹を
壊したという話を聞いています。何とかなっ
ているということを聞きちょっと安心しまし
た。
　中村さんが帰ってきて落ち着いたら、₄月
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に入ったくらいにきちんと報告を受けようか
と思っています。わたしは以前インドに行き
ましたが、パキスタンは全然環境が違うとこ
ろだと聞いていますので、お話を楽しみにし
たいと思っています。

　　　　　　　〇来週₃月22日の例会はプラ
　　　　　　　ザホテルです。
　　　　　　　〇和気満堂に向けて、来年度
　　　　　　　に向けてなぞかけをひとつ
　　　　　　　桜とかけまして　アパートの
₂階の住人と解く。その心はどちらも開花
（階下）が気になります。

親睦・会場委員会　　　　　　浜谷英幸委員
　　　　　　　○ニコニコボックスの報告
　　　　　　　◦誕生祝　紺野　広さん
　　　　　　　山村和芳さん
　　　　　　　　本日の卓話ですのでよろし
　　　　　　　　くお願いします。
正部家光彦・夏川戸　斉�山村さん、卓話よろ
　　　　　　　　　　　�
広瀬知明・小林幹夫さん�しくお願いします。
小井田和哉さん　パークホテルでの例会楽し
　　　　　　　　みです。

＊今晩、種市良雄さんの新会員歓迎IDMを
三日町さくら野向いのビルの１階「North
40-40」で午後₆時半から行います。

幹 事 報 告　 正部家光彦 幹事

委　員　会　報　告

「コ ロ ナ 禍 の 葬 儀」

山　村　和　芳　さん

　　　　　　　　きょうのお食事はどうでし
　　　　　　　たか？おいしかったですか？
　　　　　　　グランドさんと違った環境で
　　　　　　　召し上がってどうでした？月
　　　　　　　１回　転々とということで次
からもよろしくお願いします。
　以前広瀬さ
んからコロナ
禍の葬儀につ
いて話してい
ただけないか
ということで、
お話をいただきました。コロナ禍中のもの、
またコロナ禍明けての今、ちょっと落ち着い
た状況を少しお話していきたいと思います。
　コロナ禍の葬儀についてですが、新型コロ
ナウイルス感染症が拡大する中、結婚式、お
葬式など冠婚葬祭の行事は感染拡大を抑止す
るために中止や延期をしたり、規模を縮小し
たり、コロナ禍以前とは様相が一変してしま
いました。さらに新型コロナウイルスに感染
し、亡くなった場合、顔を見てのお別れをす

ることができない。また火葬に立ち会うこと
ができない等、さまざまな制限がありました。
　パンデミックの発生から約₃年が経過しま
して、令和₅年１月に政府の感染対策方針の
変更に伴い、厚生労働省および経済産業省が
公表していた新型コロナウイルス感染症によ
り亡くなられた方の処置、搬送、葬儀、火葬
に関するガイドラインが改正され、指針も大
きく変更、制限が緩和されることとなりまし
た。それらを踏まえて、本日はコロナ禍で変
化した葬儀の形、さらにガイドライン改正後
の現在の状況について話をしていきたいと思
います。
　コロナ禍以前よりの葬儀の形は一般葬から
家族葬へとシフトしつつありましたが、感染
するリスクの高まる三密状態を避けるために
家族葬や一日葬などの人数を抑えた小規模な
葬儀を執り行う方がさらに増加傾向にありま
す。家族葬は身内や親族、本当に親しい友人
など少人数で行うものです。最近では一日葬
ということで、通夜を行わずに火葬と葬儀を
行う形もやはり今増えてきている形です。



― ₃ ―

　八戸周辺では菩提寺と呼ばれる、お世話に
なっているお寺さん（檀家になっているお寺
さん）がある場合は火葬のみを行う直葬は菩
提があるので行われない。中には菩提寺が
あってもお金をかけたくないので火葬だけを
する、和尚さんを頼まずにやって欲しいとい
う方もいらっしゃいますが、やはり菩提寺が
ある以上はきちんと菩提寺を通して儀式を行
うのが一般的な形になっています。また、儀
式後に行う会食は現在もまだ行われていない
のが現状です。火葬通夜が終了した後も、葬
儀を終了した後もそれぞれ折詰を準備して、
来た方にお配りして帰っていただくのがまだ
一般的な形になっています。
　コロナ禍の弔問ですが、本来の葬儀では遺
族や親族以外にも生前親しくされていた方ま
たは近所の方、会社関係の方など一般の会葬
者も参列していましたが、現在はやはりコロ
ナ禍ということで遺族、親族、本当に近い
方々、関係者（勤めた会社の社長さん、上司
など）だけ呼ぶ。一般の会葬者は前後に設け
た弔問時間内にホールやお寺にお越しいただ
いてご焼香して帰っていただくというスタイ
ル。これも今はだいぶ落ち着いてはきていま
すが、まだ葬儀においてはコロナ禍同様の形
がまだ残っています。
　弔問の流れとしては、最初ホールやお寺さ
んに行ったときに受付を済ませて、その後、
祭壇前に行ってご焼香、故人様とお別れをし
て、喪主をはじめご遺族の方々にご挨拶をし
て、式場に残らずにそのままお帰りいただく
という形です。前とは違い、時間を設けるこ
とで儀式を小規模で行う場合でも往来通り多
くの方にお別れをしてもらうことが可能に

なっているのが今のスタイルです。
　どこの葬儀屋さんでもそうですが、それぞ
れの感染対策ということで会場の入り口など
に非接触型の検温機で検温していただいたり、
消毒液で手指消毒をしていただいたり、それ
ぞれ寺院やホールに設置して、そこで消毒し
てから受付をしたり中に入っていただいてい
ます。お寺を含めて、式場の扉などは締め切
らずに開けた状態で、常に空気の流れをよく
して換気した状態で行っています。また、葬
儀においても和尚さんを含め、皆さんマスク
を着用した上で十分な距離を取っていただい
て、儀式に臨んでいます。これは場所を問わ
ず同じ形でやっています。
　新型コロナウイルス禍での葬儀の注意点で
すが、今は落ち着いてはいますが、いくら家
族だけで行う葬儀であっても、葬儀社スタッ
フや火葬場の係員など複数の人の接触は避け
られないので、参列する際は今でも必ずマス
クを着用してもらうことをまだ徹底していま
す。
　コロナ禍においても、お寺も葬儀場も自粛
要請対象ではなく、外出自粛要請が発令され
てもそれぞれ儀式を行うことが可能でしたの
で、それぞれのガイドラインに沿って儀式な
どを行うことになっています。
　コロナ禍でそれぞれお客様からいただいた
ご意見、感想ですが、コロナ禍当時は本当に
参列を辞退する方も多く、代わりにたくさん
お花やお供え物をいただいて嬉しかったとい
うことでしたが、一般の方が来ないので本当
に寂しかったというお客さんがいました。入
院中は本当に面会もできないし、お見舞いも
断らなければならなかったし、最後の儀式に
も呼ぶことができなかった。だからせめて最
後は皆さんに送ってもらいたかった。ひじょ
うに残念という言葉もありました。コロナ禍
でもたいへん不安でしたが、皆さんのお陰で
少人数ながら無事に終えることができた。大
人数で行う葬式とは違いいい式を終えられた
という方もいらっしゃいました。新型コロナ
ウイルス対応下の短い期間ではありましたが、
納得いく形で故人を送ることができました。



さまざまなご意見をいただきました。
　もし仮に、今でもそうですが、コロナ感染
でご家族が亡くなられた時どうすればいいの
か。これまでは一切故人に会わずにまっすぐ
火葬場に連れて行って、お別れもせずお骨だ
け引き取って帰るという形でした、以前は。
ご遺体は専用の袋を使用したり、お棺に納め
た状態で火葬場までお連れしたり、家族には
一切合わずに、そのまままっすぐ火葬場に連
れていかれる。
　当時は感染して亡くなった方の火葬の時間
は通常の火葬の時間、八戸は朝₉時から15分
刻みで₂時半まで火葬がありますが、その最
後の火葬が終わった後、どなたも一般の方に
接することなく、火葬できる時間ということ
で夕方の遅い時間、例えば₅時くらいでない
と火葬ができない、それまでは葬儀業者も火
葬場に立ち入りできないという形でした。亡
くなった方との最後のお別れができない。遺
族親族の火葬の立ち合い、収骨（お骨を拾
う）立ち合いも一切できなかったのが、改正
される前の内容です。
　ガイドラインが緩和された後は、ご遺体に
適切な対策を取れば専用の袋に入れる必要は
ない。感染する恐れがないから入れなくても
いい。適切な対応は病院と施設できちんと詰
め物をしていただく。鼻や口など何かが出て
きそうなところには脱脂綿できちんと封をし
てもらった状態であれば、袋に入れる必要は
ない。触れた後もきちんと適切に手洗い、消
毒をすれば故人にも触ることができるという
形になっています。
　ただし、故人の状況により、どうしても袋
に入れなければないという場合も中にはあり
ます。例えば、損傷がひどい場合もあれば、
解剖したあと、体液が出てくるリスクをひ
じょうに伴う場合にはどうしても専用の袋に
納めさせていただかなければならない、とい
うことがあります。ご遺族の方のご意向など
もありますので、そういったものを踏まえて
適切に感染対策を講じて火葬を行うのが改正
された後の内容になっています。
　適切な感染対策が実施されている場合でも、

感染症によって亡くなられた方、ご遺体、そ
れ以外のご遺体で火葬時帯を今はわけていま
せん。先ほどいいましたように、一番最後の
火葬でなくても、例えば通常通りの₉：00～
14：30までのどの火葬の時間帯でも火葬を行
えるように改正されました。お骨を拾うとき
にも、ご遺族の方の意向を踏まえて、やはり
適切に感染症の対策を講じて拾うこともでき
るようになりました。
　適切な感染症対策はガイドラインに記載さ
れていますが、詰め物をきちんとして、消毒
もしてもらって、感染の恐れがない状態であ
れば、ご納棺のときも皆さんでお手伝いいた
だきながら旅支度をしたりなど、そういった
ものも今はやるようになりました。やはり病
院から棺に納めた状態で家に連れて行ったり、
葬儀場に連れていったりということをしなく
ても、お布団にお休みいただいた状態で家や
会場に連れていくことが可能になりました。
儀式と火葬以降のお通夜葬儀についての考え
方も多少変わってきています。例えば故人が
コロナ感染で亡くなられても家族が濃厚接触
などがなければ、儀式にご参加いただける。
発熱などもなければ通常とおり、打合せも含
めて立ち会えるという形になっています。や
はり中には無症状でも濃厚接触者でも対面を
避けるというのがまだ推奨されています。ほ
ぼ病院や施設などであれば今は面会を制限さ
れているので接触はないのでしょうが、中に
はご自宅で亡くなって、実はコロナに感染し
て亡くなったという方もいます。そういうと
きは家族が濃厚接触者という扱いになります
ので、実際に病院に足を運んでもらって検査
をしていただき、その後の結果次第でその後
の予定が決まってくる形になります。
　マスクも13日から皆さんの任意になってい
ます。月13日以降は個人の判断でということ
が基本と国で発表しましたが、わたしたちは
どうしてもいろんなお客様と対面する場面が
多いので、やはりわたしたちの会社としては
やはり常に着用して業務に当たる。ただお客
様にはそこを強制できないので、お客さんの
意思に合わせてマスク着用していただいて、

― ₄ ―



儀式に参加していただく形です。当社では引
き続き感染症対策として、今まで通り消毒の
徹底、検温も今まで通り行います。席の間隔
もやはり今まで通り間隔をとって感染症対策
を講じながら、儀式に臨む形で進めていく指
針で進んでいます。コロナ禍で改正される前、
改正された後の違いをお話ししました。

質疑
Q１広瀬知明さん：
Ａ１山村：コロナ禍になって₃年経過して、
その₃年の間に今のスタイルが浸透してし
まっているので、それが果たして₅月₈日以
降に変わっていくかどうかは、まだそこは変
わっていかないと思います。やはり和尚様方
の体に馴染んでしまっているところもありま
すし、感染したくないという和尚様方もひ
じょうに多い。今のスタイルから変わるかと
いうと、たぶん変わらないと思います。
　これは同じ業界でもどうなるのかという話

はしていますが、もう₃年続けて浸透してい
るので、それを今更むかしに戻すかというと
たぶん戻らない、という話はしています。和
尚さん方も何人かと話をすると、もうこのス
タイルでいいんじゃないの。自分たちも動き
が取りやすい。次にどこかのお勤めに行ける
など時間調整もできる。
　戻ってくるとすれば恐らくお通夜、葬儀を
終わった後の会食を徐々に始めてもいいん
じゃないのという動きにはなっていますが、
儀式自体はたぶん変わらない。お布施の話も
でましたが、お布施は和尚様方によって違い
ます。コロナ禍になって安くなったのかとい
うとそうではなく往来通りの決まった金額で
納めていただくという形になっています。

Q₂築舘智大さん
Ａ₂山村：特にないです。パワーポイント自
体はうちのスタッフがわたしが作った文章に
合わせてやってくれています。
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